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を示唆している。また、通常の 25キロダルトン MIF4GD以外にも 20と16キロダルトンの抗MJF4GD抗体
と反応するタンパク質の存在を発見している。これらのタンパク質は、パキテン期精母細胞および円形精子
細胞では 25キロダルトンタンパク質が優位に存在しているのに対し、精巣上体精子では 20キロダルトンタ
ンパク質が優位であることを明らかにしており、これらの因子が精子形成および精子完成後の精子でも重要
な役割を果たしていると考えられた。
ラットにおける MIF4GDの発現パターンや生殖細胞での局在を明らかにしたこと、およびそのバリアン
トの存在を明らかにした点は評価できるが、 MIF4GDの精子形成での機能に関して直援的な証明に欠けてお
り、今後に残された課題もある。しかし、研究自体は注意深く行われているため、十分な信頼性を有してお
り、当該研究分野の発展に貢献したと考えられる。
よって、著者は博士(学術)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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